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《航海学会「航法システム研究会」（５／２７）発表》  
 
 

海上遭難通信等の現状と将来  
コスパス・サーサット衛星捜索救助システムを中心に  

 
海上保安庁情報通信企画課 小池貞利  

 

 
 
発表概要  
 １９８８年に「海上における遭難及び安

全に関する世界的な制度（ＧＭＤＳＳ）」導

入に関する海上人命安全条約（ＳＯＬＡＳ

条約）が改正されてから、早くも１５年以

上の歳月が過ぎた。  
 １９９２年から設備の移行期間が開始さ

れ、１９９９年までに全ての条約適用船舶

がＧＭＤＳＳ設備の搭載を終えたが、多発

する誤発射問題など問題は依然として山積

している。  
また、通信技術の進歩は著しく、特にＩ

Ｐ技術は、ドックイヤーとも言えるスピー

ドで進歩しており、陸上の通信の分野では、

急速にブロードバンド化が進み、様々なコ

ンテンツが提供されている。  
これに対し、海上通信の分野は、まだま

だ、古い通信技術に依存している面が否め

ず、海陸の格差が年々拡大している。  
今回の発表では、捜索救助衛星システム

である「コスパス・サーサット」が今後、

打上を予定している中軌道衛星システム

（ＭＥＯＳＡＲ）やその他の海上での遭難

安全通信の最近の現状と今後の可能性につ

いて簡単に説明する。  
 
１ ＧＭＤＳＳの現状  
(1) コスパス・サーサット  

コスパス・サーサット衛星システムは、

船舶や航空機、登山家等が遭難したときに

発信する電波を人工衛星がキャッチして、

遭難者の位置やＩＤ情報を救助機関に送信

するシステムであり、ＧＭＤＳＳにおける

中核的通信システムとして位置づけられて



 
- 2 - 

いる。  
このシステムの歴史は古く、１９７９年

に米国、ロシア（当時はソ連）、フランス、

カナダの宇宙機関等が結んだ覚書（これら

の国が協力して捜索救助衛星を打ち上げる

こと決めたもの）にまで遡る。  
最初の衛星が打ち上げられたのは１９８

２年。  
１９８８年には、先に覚書を結んだ米ロ

仏加の４カ国が「国際的なコスパス・サー

サット計画協定」（以下「計画協定」という。）

を締結、事務局をロンドンに置く正式な政

府間機関となり、他の国も参加できる国際

的な制度としてスタートした。  
この計画協定への参加方法には、①衛星

及び地上設備を提供して「締約国」になる

方法②地上設備だけを提供して「地上部分

提供国」となる方法③衛星も地上設備も提

供せずにデータだけを利用させてもらう

「利用国」となる方法、の３つが規定され

ているが、いずれの方法の場合にも、一定

の分担金の支払や責任ある機関の指定など

が義務付けられている。  
日本は、１９８９年に海上保安庁が地上

設備を設置、１９９３年には「国際的なコ

スパス・サーサット計画との地上部分提供

国としての提携に関する通告の書簡」（平成

５年条約第４号）を国会の承認を得て国際

海事機関（ＩＭＯ）事務局長に寄託し、正

式な地上部分提供国となった。  
計画協定への参加国等は、２００４年９

月現在、４締約国、２３地上部分提供国、

８利用国、２地上部分提供機関（香港・台

湾）となっている。  
 
 コスパス・サーサット衛星システムにて、 

遭難したことを知らせる電波を発射するの

は、船舶や航空機、登山家などが持つ発信

機（ビーコン）である。船舶用の発信機は

「非常用位置指示無線標識（ＥＰＩＲＢ（イ

ーパブ））」、航空機用のものは「航空機用救

命無線機（ＥＬＴ）」、登山家などが持つも

のを「救命用携帯無線機（ＰＬＢ）」と言う。

ＥＰＩＲＢやＥＬＴは、国際条約で一定基

準以上の船舶や航空機に搭載が義務付けら

れており、船舶が沈没したり、航空機が墜

落したりした場合には、自動的に電波を発

射する仕組みになっている。  
 ビーコンから発射された電波は、衛星が

キャッチし、地上に転送する。衛星には、

極軌道（地上約千キロメートル）を周回す

る低軌道衛星（６基）と赤道上（地上約３

万６千キロメートル）の静止衛星（５基）

がある。（２００４年９月現在）  
低軌道衛星システム（レオサー）では、

ビーコンが発射する電波のドップラー効果

を衛星が計測し、電波の発射位置の緯度・

経度を計算する。  
また、静止衛星システム（ジェオサー）

では、ドップラー効果が計測できないため、

ビーコンが発射する電波の中に緯度・経度

情報（例えばＧＰＳで計測した位置）が含

まれている場合に限り、位置情報が伝達さ

れる。  
 衛星からの電波は、地上受信局（ＬＵＴ）

が受信する。  
 ＬＵＴで解析された遭難データは、業務

管理センター（ＭＣＣ）を経由して、救助

活動を調整する救難調整本部（ＲＣＣ）に

配信される。これを受けたＲＣＣは、救助

のための船舶や航空機を手配する。日本の

ＬＵＴは横浜に、また、ＭＣＣは霞ヶ関の

海上保安庁（本庁）内に設置されており、

ＲＣＣは、海難の場合は全国に１１ある管

区海上保安本部が、また、航空機事故の場

合は羽田空港となる。なお、ＭＣＣは外国
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のＭＣＣにも一定のルールに従ってデータ

を配信している。  
 外国のＭＣＣとのデータ交換は、基幹ネ

ットワークと呼ばれるシステムにて行われ

ている。現在、世界２８箇所にＭＣＣが設

置されているが、これらを６つのブロック

に分け、それぞれに基幹ＭＣＣと呼ばれる

中央システムをおいている。この基幹ＭＣ

Ｃとして、米国、ロシア、フランス、オー

ストラリア、日本が指定されているが、今

年から、これにスペインが追加され、計６

箇所となった。我が国のＭＣＣは、北西太

平洋地区（日本、韓国、中国、台湾、香港、

ベトナム）の基幹としてデータ交換に責任

を有している。  
 このシステムは約２０年も前から運用さ

れているが、最近では、次のような新しい

内容が加わってきている。  
 第１は、船舶保安警報がこのシステムに

追加されたことである。これは、船舶がテ

ロ攻撃などを受けたときに船籍国の治安機

関などに隠密裏に信号が送られるというも

のである。  
 第２は、１２１．５ＭＨｚ波の中継停止

である。コスパス・サーサット衛星では、

これまで、１２１．５ＭＨｚと４０６ＭＨ

ｚの２つの波を中継してきた。しかし、１

２１．５ＭＨｚの電波には、デジタル化し

たＩＤなどが挿入できないため、本人の確

認ができず、誤発射時などに重大な支障を

きたしてきた。このため、２００９年以降、

同波の中継は停止され、４０６ＭＨｚのみ

が中継されることとなる。  
第３は、中軌道衛星システム（メオサー）

と呼ばれる新しい衛星システムの構築であ

る。  
 現在運用されている低軌道衛星と静止衛

星の両システムには次のような利点と欠点

がある。  
○ 低軌道衛星システム  
（利点１）ビーコン電波のドップラー効果

が計測できるため、内部にＧＰＳなどが内

臓されていないビーコンの位置も計測する。 
（利点２）極地方もカバーできる。  
（欠点）衛星の数が少ないため、衛星が飛

来するまで最悪２時間近くかかる。   
○ 静止衛星システム  
（利点）常時電波をキャッチできる。  
（欠点１）ドップラー効果が計測できない

ためビーコンにＧＰＳ等が内蔵されている

必要がある。  
（欠点２）極地方をカバーできない。  
 ＧＰＳ内蔵型のビーコンは、若干、価格

が高くなるため、あまり普及していないが、

中軌道衛星システムならＧＰＳ等が内蔵さ

れていないビーコンであっても全球上のど

こからでもリアルタイムに遭難位置を含む

情報を救難機関に伝達することができ、こ

れまでの低軌道衛星と静止衛星の問題点が

解決される。  
 中軌道衛星システムは、地上約２万キロ

を飛行する米国のＧＰＳ衛星、ロシアのグ

ローナス衛星、欧州のガリレオ衛星にコス

パス・サーサット用の機器を搭載してシス

テムが構築される予定であり、２００５年

頃から実験が開始され、２０１２年頃まで

に７５基の衛星を打ち上げ、地球上のどこ

から電波が発射されてもリアルタイムにデ

ータを解析できるようになる予定である。  
また、これまでの低軌道衛星や静止衛星

でのシステムでは、ビーコンから衛星方向

への一方向しかメッセージを送信できなか

ったが、中軌道衛星システムでは、衛星か

らビーコンへ送信する機能も計画されてお

り、これが実現できれば、誤発射か否かの

確認など様々な活用方法が考えられる。  
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海上保安庁は、このような新衛星システ

ム構築の進捗状況を勘案しつつ、地上設備

の更新を図っていく意向である。  
 

 

 
(2) インマルサット  

インマルサットは、１９７６年に国際海

事衛星通信機構として国際条約によって設

立されて以来、政府間機関として運営され

てきたが、１９９９年に完全に民営化され、

英国の株式会社となった。しかしながら、

インマルサットは、ＧＭＤＳＳ上の遭難安

全通信機能を担っており、株式会社となっ

たインマルサットが、遭難安全通信の提供

を継続するよう監督するため、国際移動衛

星機構（ＩＭＳＯ (International Mobile 
Satellite Organization)）が政府間機関と

して別途設立され、インマルサットのＧＭ

ＤＳＳサービスの提供を監督している。  
インマルサットは、赤道上空３万６千キ

ロにある４つの静止衛星（第３世代衛星）

を運用して船舶や地上のインマルサット端

末へさまざまな通信サービス（電話・ＦＡ

Ｘ・データ・インターネット接続等）を提

供しているが、船舶用のＧＭＤＳＳ端末に

は遭難通信機能が搭載されており、遭難し

た場合にはボタンひとつで、最寄の救難調

整センター（ＲＣＣ）に接続される。また、

同端末には、陸上機関が放送する航行警報

や気象情報、捜索救助情報などの海上安全

情報（ＭＳＩ）の放送を受信する機能も搭

載されている。  
インマルサットは、２００５年～２００

６年にかけて、４３２ｋｂｐｓの高速ＩＰ

通信機能を有する第４世代衛星の打ち上げ

を計画しており、高度なサービスの提供が

期待されている。  
なお、国際海事機関（ＩＭＯ）では、一

定の基準を満たす企業に対してＧＭＤＳＳ

サービスの提供を承認する方針であり、イ

リジウム、コネクション・バイ・ボーイン

グ、ブロードバンド・マリタイム等、グロ

ーバルなサービスを提供している幾つかの

衛星通信会社の参加が見込まれているが、

現在のところ、ＩＭＯの承認を受けた企業

はない。ＩＭＯでは、技術の進歩等を考慮

し、規制を緩和する必要性を認め、現在、

ＧＭＤＳＳサービスへの参入基準 1の緩和

を検討している。  
 

(3) ＤＳＣ、ＮＢＤＰその他  
ＤＳＣ(Digital Selective Calling)システ

ムは、中波や短波を使用した遭難警報装置

として船舶 2に対して搭載が義務付けられ

ているが、ＤＳＣによる遭難信号は、その

９９パーセント以上が誤発射である。  
また、ＮＢＤＰ (Narrow Band Direct 

Printing)も、遭難時に使用する双方向テレ

                                            
1 総会決議Ａ．８８８  
2 ＳＯＬＡＳ条約が適用される船舶、以下

同じ。  
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タイプ型通信装置として搭載が義務付けら

れているが、船舶用の短波Ｅ－Ｍａｉｌサ

ービスの普及などを背景に、ほとんど使わ

れなくなってきている。  
これを受け、ＩＭＯでは、誤発射軽減の

ためにＤＳＣの簡素化を進めており、また、

ＮＢＤＰの搭載義務については、近い将来

見直される見込みである。  
 
２ １１８番通報の高度化  
 海上保安庁では、一般の固定電話や携帯

電話からの緊急通報を受け付けるため、１

１０番、１１９番に次ぐ、第３の緊急通報

特番として、１１８番サービスを平成１２

年から開始した。  
 このうち、携帯電話からの通報は、現在

１１８番通報の約過半数を占めるが、通報

者の位置特定が困難などの問題がある。  
 このため、総務大臣の諮問機関である情

報通信審議会／情報通信技術分科会は、緊

急通報高度化委員会を設置し、平成１６年

６月に答申を出して、携帯電話に搭載され

たＧＰＳ位置などを自動的に海保、警察、

消防などに通知するための技術的基準を策

定した。  
 また、現在のＩＰ電話の多くは緊急通報

に利用できないため、同分科会は、現在急

速に利用が拡大しているＩＰ電話からの緊

急通報についても検討し、平成１７年３月

に答申した。  
 これを受け、２００７年４月頃から順次、

携帯電話からの位置情報付１１８、１１０、

１１９番通報やＩＰ電話からの通報が実現

される見込みである。  
 
３ 遭難安全通信の将来  
(1) 遭難安全通信のＩＰ化  

現在のＧＭＤＳＳ通信技術は、１９８０

年代の技術が基本となっており、デジタル

通信技術こそ導入したものの、極めて低速

なデータ通信に依存している。このため、

海上通信のブロードバンド化の足枷になっ

ているとさえ言われている。  
このため、平成１７年２月に開催された

第９回ＩＭＯ・捜索救助無線通信小委員会

（ＣＯＭＳＡＲ９）に対し、日本からＧＭ

ＤＳＳのＩＰ化の促進を提案した。  
総論としては、各国から支持され、継続

的に検討していくこととなったが、旧式の

通信設備をどうするかなどの問題も多く、

かなりの時間をかけた検討が必要になると

思われる。  
 
(2) 船舶の動静情報管理システム  

Ａ Ｉ Ｓ (Automatic Identification 
System)の搭載が、船舶に義務付けられ、

付近航行中の船舶の位置やＩＤを画面上の

表示することが容易になった。  
ＡＩＳは、ＶＨＦの電波を使っているた

め、基本的に見通し距離内の船舶しか、動

静を把握できないが、ＩＭＯは、衛星など

を使用して遠方の船舶の動静を把握するた

めのＬＲＩＴ（Long Range Identification 
and Tracking）システムの導入も検討して

いる。  
さらに、ＡＩＳについても、低価格で、

小型船舶にも搭載が可能な簡易型ＡＩＳ

（クラスＢと呼ばれる。）規格の標準化も進

められている。  
米国や欧州は、これらの船舶動静情報を

陸上の情報センターに集約し、関係機関の

間で、表示画面をネットワーク共有するた

めの情報システムの構築を進めており、こ

れが実現された場合には、これまで放送方

式（ナブテックスや国際セイフティーネッ

ト、ホームページなど）に頼っていた船舶
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に対する安全情報の提供に加えて、個々の

船舶に対するカスタマイズした情報提供や

管制等が可能となり、飛躍的な海上におけ

る安全や環境保護の促進、そして保安の確

保にもつながる。一種の海上安全版「ワン・

トゥ・ワン・サービス」とも言うべきもの

になるかもしれない。  
 
おわりに  
 遭難安全通信の場合、船舶がどこを航行

していても船舶相互、船舶と陸上間で通信

できるようにするため、グローバルスタン

ダードが必要となり、規格の制定や変更に

は、非常に長期にわたる国際的な議論が必

要となる。  
このため、飛躍的に進歩している陸上の

通信と海上通信との格差が年々広がってい

る感は否めない。  
これまでに述べたとおり、海上通信もか

なり改善が進んでいるものの、まだまだ、

改善の余地は大きい。  
今後とも、更なる改善に努める必要があ

る。  

 
 
 
 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


